
山域研究～九州山地～
　1年　三浦広大

○九州地方の特徴
・北部→比較的なだらかな山地
・南部→白亜紀から第三紀にかけて生成された付加体であるため北部とは全く異なった地
質であり、比較的険阻な山地
・中部→数十万年前まで瀬戸内海の延長の海で分かれており、それが阿蘇山の数回にわた
る噴火によって溶岩で埋まり、一つの島になった。
・低山ならではの魅力ある山
牧歌的な九重、阿蘇の山々、火山湖がたくさん並んで月のクレータのような霧島の山々、世界
遺産に指定された縄文杉のある屋久島の山、普賢岳の噴火で有名な島原の雲仙の山、平家の落
人伝説の残る宮崎県の椎葉の山など数え上げるときりのないほど魅力的な山々がたくさん！

○九州地方の山地
・筑紫山地・耳納山地・筑肥山地・九州山地 ・鰐塚山地・高隈山地 など

主な山：英彦山、雲仙岳、九重山、祖母山、阿蘇山、霧島山、桜島（御岳）、開聞岳、宮
之浦岳（屋久島）(太字下線は百名山)
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○九州山地

中央構造線を北限とし、宮崎平野北部の断層線、小林盆地北部、川内川流域北部を南限と
する領域に広がる。大分県南部、熊本県球磨地方、宮崎県北部、鹿児島県薩摩地方にまた
がる。

・祖母山

大分県（豊後大野市、竹田市）と宮崎県（西臼杵郡高千穂町）にまたがる、標高1,756m
の山であり、宮崎県の最高峰である。火山活動によって形成された山であるため巨大な岩
石が随所に見られ、登山ルートは整備されたものから獣道まで多種多様である。ハイキン
グ感覚で楽しめる手軽なコースから、断崖を登りながら進む上級者向けのコースまであ
る。頂上付近はどのコースを辿っても急な岩登りコースがあらわれる。

・九重山（九重連山）

大分県玖珠郡九重町から竹田市北部にかけて広がる火山群の総称である。最高峰は九州本
土最高峰でもある中岳 (1,791m) 。一帯は阿蘇くじゅう国立公園に指定されている。九重山
中にある法華院温泉は、標高1,303mの高さにある一軒宿、交通手段は徒歩のみである。
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・阿蘇山（正式には阿蘇五岳（あそごがく））

熊本県の東部に位置する活火山。世界でも有数の大型カルデラ（火山の活動によってでき
た大きな凹地）と雄大な外輪山を持ち、「火の国」熊本のシンボル的な存在として親しま
れている。火山活動が平穏な時期には火口に近づいて見学できるが、活動が活発化したり
有毒ガスが発生した場合は火口付近の立入りは規制される。

外輪山の内側を中心として阿蘇くじゅう国立公園に指定されている。温泉や観光・レ
ジャースポットが点在する有数の観光エリア。夏になると多くのライダーがツーリングで
訪れる場所である。

○おまけ１！九州地方のその他の山々
英彦山…日本三彦山のひとつ、兼、日本三大修験山のひとつ。日本二百名山、日本百景。
雲仙岳（雲仙普賢岳）…行基が７０１年に開山。火砕流が世界で始めて鮮明な映像として継続
的に記録された山。
霧島山…７不思議
桜島…2009年現在も噴火している。
開聞岳…筑波山と同じく1000メートル以下の百名山！
宮之浦岳（屋久島）…九州地方最高峰の山。1936メートル。世界遺産。
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○おまけ２！有名なもの(鹿児島出身の人に聞きました。)

黒豚、さつま揚げ(鹿児島）
とんこつラーメン、ソフトバンクホークス(福岡）
佐世保バーガー、出島（長崎）
いきなり団子（熊本）
東国原知事（宮崎）
湯布院、別府温泉（大分）
有田焼（佐賀）
世界で36番目
新婚旅行

○参考（おまけのおまけ含む）
ウィキペディア
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おまけのおまけ！！(九州地方はまったく関係ありません。)

名古屋の山「喫茶マウンテン」！！

「甘口抹茶小倉スパゲティ」をはじめ、「味噌ピラフ」、「サボテンピラ
フ」、「甘口バナナスパゲティ」といった数百種類に及ぶ多様で風変わりなメ
ニュー、そしてかき氷などに代表される量の多さが特徴である喫茶店。

・最低一人一品は注文するのが原則。但し、料理ではなく、ドリンク類でも可。 
・出される料理の特徴から、重食喫茶の別名を持つ。前述の通り通称は「山」だが、所在
地を冠して名古屋の山・八事の山等と呼ばれることもある。 
店名から登山用語になぞらえて、喫茶マウンテンへ向かうことを「登山」、完食したとき
は「登頂」、一人で食べきった場合は「単独登頂」と呼ばれる。さらに、注文したものを
残してしまった場合は「途中下山」と呼ばれ、無理な食べ過ぎ等により気分が悪くなった
りしてしまった場合は「遭難」と呼ばれる。

甘口バナナスパゲティ(お、おいしかったです。)

来年は、みんなで名古屋に行こう！(ドアラも待ってるよ☆)
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